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（３）市販の「蓄光性シート」の実験 
 市販の蓄光性シートのほとんどは、現在でも硫化亜

鉛系がほとんどである。アルミン酸ストロンチウム系

のほうが、輝度、残光時間ともずば抜けて優れている

のだが、価格が３～５倍も高い。 

 
 私は、市販品の中でも、恐らく最高性能の蓄光性シ

ートを購入して、まずは自分で実験をしてみることに

した。大きさは「はがきサイズ」でシールになってい

る。アルミン酸ストロンチウム系の蓄光性物質が塗布

されていて、価格はこの大きさで 1000 円近くする。 

 
 商品パッケージに、硫化亜鉛系の従来品（右列）と

の比較表が添付されていた。明らかに性能に差がある。

輝度そのものも 10 倍以上あるが、特に残光時間（発

光継続時間）の差が大きい。私の実験では、10 分間普

通の明るさの蛍光灯に当てた場合、暗闇で２時間以上

発光を続けていた。この性能なら、震災の停電時など

には、ステッカーや非常出口の表示として、確実に威

力を発揮するだろう。 
 
（４）輝度の実験 
 添付の表を見て、照射終了 5 分後に 182 mcd / cm2

と言われても、実用的にどの程度の輝度なのか見当も

つかない。そこで、実際にどんな光り方をするのかを

実験してみた。 

 
 これは、シートに厚紙を切り抜いた「型」を置いて、

蛍光灯を 20 秒間照射、消灯後 5 分後に撮影したもの

である。輝度は十分にあり、光が当たらなかった部分

の形状もよくわかる。 

 
 今度は、この蓄光シートが発する光だけで、暗闇で

文字が読めるか試してみた。上と同じ条件で、照射終

了 5 分後に、暗闇で小さな文字の「時刻表」にかざし

てみた。読める！「大月」「甲府」「かいじ４号」だけ

でなく、「山梨市」や「竜王」まで読める。すごい性

能だ。これなら、災害時にも「灯火のあるところで光

を貯めて持ち歩ける」ので、非常に心強いだろう。 


